
第２５回北広島市総合計画推進委員会 会議録 

 

- 1 - 

 

日 時 平成 29 年 11 月 16 日（木）13:00～15:00 

会 場 市役所 3階 3D 会議室 

出 席 委 員 鈴木聡士委員長、天羽浩委員、谷本雄司委員、武者加苗委員、桂裕章委員 

欠 席 委 員 なし 

市 出 席 者 【企画課】橋本課長、柴主査、佐々木主任 

 

1.開会 

  「委員の過半数が出席していることから、委員会が成立していること」を確認した。 

 

2.会議録署名委員の選出 

委員長の指名により、天羽委員を第 25 回推進計画委員会会議録の署名委員としたい旨

提案があり、了承された。 

 

3.議事 

【議案 1】重点プロジェクトについて 

※推進計画に掲げる重点プロジェクトの方向性について議論 

  事務局より各種事業の概要について説明 

 

＜重点プロジェクトについて＞ 

◆委員長：今年実施した調査で、移住を考える時の重要要因の一つとして教育環境があった。

他市町村との比較が出せるかは別だが、教育が実は充実してるという PR みたいなものがある

と人口増加の施策に関わるのではないか。今後特色あるものがあれば PRしたほうがいい。 

 

●事務局：総合戦略を作った時にも委員からどこに住むかといった時にやはり教育が非常に重

要だということを聞いている。十分かどうかは別として、小中一貫教育など管内に先駆けて動

いているので、その部分を発信できるといい流れができると考えている。 

 

◆Ａ委員：小中一貫教育が始まることで教育委員会の役割も大きくなってくるのか。 

 

●事務局：今年度から新たに小中一貫教育課を設置し、取組を進めている。 

 

◆Ａ委員：小中一貫教育は学力を上げることが優先なのか。 

 

●事務局：小中一貫教育は、学校、家庭、地域が一体となって「子どもの連続した学び」を支

える体制を構築し、義務教育 9年間を修了するに相応しい「生きる力」を育成することをねら

いとしている。 

 

◆Ｂ委員：小中一貫教育は小学校と中学校一緒の校舎にして行うというイメージか。 

 

●事務局：統合して同じ建物でというやり方も当然あるが、北広島市はそういう形ではなく、

それぞれ校舎を構えて行う。小学校と中学校にそれぞれ管理者を置く形になり、そうなると今
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までと大きく変わるところはないのではないかと思われるが、先生同士の交流や小学校の先生

が中学校に出向いて授業を行うなど学校教育や学びの連続性ができるようになる。 

 

◆Ｂ委員：連続した学びで何か変わることはあるのか。 

 

●事務局：9年間連続した学びということで、小学校は中学校への接続の部分を少し緩やかに

して、9年間で学んでいこうというスタイルが大きな考え方である。学習指導要綱が変わるわ

けではないのでそこに基づく教育が行われるわけだが、やり方を一部見直しながらというとこ

ろもあると思われる。 

 

◆Ｂ委員：きたひろ夢ノートは子どもが自分の夢を書いたりするいい記録だと思う。これを先

生も共有しているのであれば小中一貫教育にも役に立つと思うが、情報の共有はしているか。 

 

●事務局：先生からコメントをもらう欄があり、共有もされている。 

 

◆Ｃ委員：小中一貫教育推進事業は、予算的に専門の先生や情報を共有するところまでまだ進

んでいないような印象があるが、ずっとこのまま「教育を語る会」だけをやっていくのはもっ

たいない気がする。次年度以降改善される可能性はあるか。 

 

●事務局：小中一貫教育については次年度から一斉に始まる予定だが、次年度は審議会の開催

の予定がある。今年度はパネル展などで小中一貫教育について紹介している状況である。 

 

◆Ｃ委員：小中一貫教育というのは北広島市だけか。近隣の市もやっているのか。 

 

●事務局：全市的な取り組みとしては道内においては少ない。 

 

◆Ｃ委員：小中一貫教育はアピールしづらい事業だと思う。例えば、専科の音楽や体育の先生

を共有するとか、管理者を共有するとか、そういうことでコンパクト化が図れるといっても、

一部の関係者にとっては先進的だとしてアピールができると思うが、一般市民に対してはあま

りアピールしづらい感じがする。アピールしづらいからやらなくてもいいというわけではなく

て私はやったほうがいいと思うが、中高一貫ではなく小中一貫ということで子どもの成長度合

いも違うので、一緒にやるというメリットが見えづらいという印象はある。 

 

●事務局：小中一貫をやって何が変わったのかというところを明確にしないと、北広島はどん

なまちかなと思ってる人にも伝わらないと思うので、こういうふうに教育環境が変わってい

く、よくなっていくというのもうまく伝えていかないといけないと考えている。 

 

◆Ｃ委員：幼保小連携推進事業では、例えば保護者同士の交流だとか情報交換会とか行ってい
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るようだが、こういったものが小中一貫教育でもあったほうがいいと思うし、参考に事業を行

っていけばいいと思う。 

 

●事務局：小中一貫教育でも中学生が小学生に教えるとか小学校 5 年生と中学校 2 年生が合

同で体育の授業を行ったり、合同でのごみ拾いなどを実施していく予定である。 

 

◆Ｂ委員：幼保小連携推進事業の実施内容について、昨年度は幼稚園、保育園の教諭が一同に

交流会を開催するという内容だが、北広島は幼稚園と保育所とが一緒にやってるところがある

と聞いるが、そういう事例はあるか。 

 

●事務局：現在、市内の認定子ども園は 2園である。 

 

◆Ｂ委員：もし幼稚園がこども園に転換して将来的に幼稚園という形態がなくなってしまうと

事業の意義はどうなるのか。保育園と小学校との連携はあるようだし小中一貫教育でもそうだ

が、教育の連続性というのがなかなか理解しにくく、幼保連携は教育の連続性と学びの芽生

え、自覚的な学びの育成を図るという、あまりにも抽象的すぎる内容だと思う。 

 

●事務局：実際に保育園、幼稚園から小学校にあがるという時には、当然子どもたちは環境の

変化の中で慣れなくてはいけないということがある。そのために幼稚園の先生や小学校の先生

がうまく繋げられるようにすることが事業の目的だと考えている。 

 

◆Ｂ委員：学校図書館活用事業で、28 年度の活動指標で小学校の貸出冊数目標が 8 万に対し

て実績が 9 万 7 千冊。中学校の貸出冊数目標が 1 万に対して実績が 1 万 8 千冊と目標よりも

大きくなっているが、要因などを説明してほしい。 

 

●事務局：平成 26 年から貸出冊数は増えているが、要因としては 26 年以降に中学校に司書を

配置したことにより成果が上がっていると考えられる。 

 

◆Ａ委員：緑の活動拠点整備事業において、森林ボランティアの活動延べ人数が大幅に増えて

いるが、その要因は。 

 

●事務局：森林活動の内容、ボランティアの数は変わってないが、管理面積が増えたため、活

動回数が増え、人数が増えたと考えられる。 

 

4.その他（次回開催日程についてなど） 

 きたひろしま市民会議について 

 ＜事務局より説明＞ 
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5. 閉会 

 

 

会議録署名委員                     


